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能
登
町
総
合
防
災
訓
練

　

10
月
3
日
、
第
10
回
能
登
町
総
合
防
災
訓
練
が
内
浦
地
区

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
迅
速
か
つ
的
確
な

防
災
活
動
の
実
施
や
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
た
め
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
豪
雨
に
よ
り
全
国
で
頻
発
し

て
い
る
洪
水
や
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
初
め
て
実
施

し
、
7
機
関
・
団
体
の
あ
わ
せ
て
１
５
０
人
が
災
害
へ
の
備

え
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
早
朝
か
ら
の
豪
雨
に
よ
り
松
波
川

の
水
位
が
上
昇
、
午
前
8
時
45
分
に
大
雨
洪
水

警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
災
害
対
策

本
部
を
役
場
に
設
置
。
さ
ら
に
午
前
9
時
に
土

砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
、
堤
防
の
決
壊

の
恐
れ
や
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
が
確
認
さ
れ

た
た
め
、
松
波
地
区
に
避
難
指
示
を
発
令
し
た

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
浦
総
合
支
所
で
行
わ
れ
た
避
難
所
開
設
訓

練
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏

ま
え
た
訓
練
が
行
わ
れ
、
防
護
服
や
フ
ェ
イ
ス

ガ
ー
ド
を
身
に
付
け
た
町
職
員
ら
が
、
検
温
や

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
受
付
の
対
応
や
手
順
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
で
は
ゾ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
、
事
前
受
付
で
①
発
熱
・
せ
き

等
の
症
状
が
あ
る
方
②
一
般
の
方
③
要
配
慮
者

の
方
に
振
分
け
ら
れ
た
後
、
症
状
が
あ
る
方
と

交
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
ス

ペ
ー
ス
に
案
内
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
で
は
、
町

防
災
士
会
や
町
職
員
ら
が
協
力
し
、
避
難
生
活

を
想
定
し
た
間
仕
切
り
や
簡
易
テ
ン
ト
を
設
置

す
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
テ
レ

ビ
や
音
声
告
知
器
、
Ｗ
i-

Ｆ
i
な
ど
の
情
報

提
供
環
境
も
整
備
さ
れ
、
避
難
者
の
受
け
入
れ

に
万
全
を
期
し
て
い
ま
し
た
。

　

内
浦
総
合
運
動
公
園
で
は
、
水
防
訓
練
と
し

て
、
2
種
類
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防

団
を
中
心
に
行
わ
れ
た
の
は
、排
水
訓
練
で
す
。

　町では、正しい知識と適切な判断を兼ね備え
た「防災士」の育成に努めており、防災士資格
取得の費用を補助しています。
　今年度第 2 回目の自主防災組織リーダー（防
災士）育成研修講座の受講日程は次のとおりで
す。まだ申し込みに間に合いますので、ぜひ町
内の方や会社の仲間、友人等と一緒に受講して
ください。

日　時　令和 4 年 1 月 22 日㊏、23 日㊐
　　　　　両日とも午前 9 時～午後 5 時半
会　場　能登空港ターミナルビル　
　　　　　41 ～ 43 会議室
締切日　12 月 1 日㊌
※受講料、試験料、登録料は県・町が負担します。
　受講希望者は、総務課危機管理室までお申込
　みください。

自主防災組織を
結成しよう！

「防災のプロ」
　 防災士になろう！

　現在、町では 56 の「自主防災組織」が結成
され、各地域で活動しています。
　自分たちの命を自分たちで守る自主防災。非
常時においては、地域をよく知っているからこ
そ「細やかな対応ができる」、「迅速な対応がで
きる」というメリットがあります。これを生か
し、地域全体で防災意識を高め、風水害や地震、
火災による被害の防止や軽減など、住民自らが
活動を進めていくことが大切です。
　あなたの地域も、これらの中心的な役割を担
う「自主防災組織」を結成し、防災活動を通じ
て地域の防災力を高めませんか。
　町では、自主防災組織の結成から活動までを
サポートしており、出前講座などでアドバイス
するほか、「自主防災組織育成事業」として、
年間最大 200 万円の補助金を交付しています。
　詳しくはお問合せください。

高めよう
防災意識

災
害
に
強
い
町
を
目
指
し
て

内
浦
方
面
隊
の
5
分
団
が
ポ
ン
プ
車
か
ら
ホ
ー

ス
を
延
長
し
、
冠
水
し
て
た
ま
っ
た
水
に
見
立

て
た
水
槽
の
水
を
九
里
川
尻
川
へ
排
水
し
ま
し

た
。
土
の
う
積
み
訓
練
は
、
地
元
自
主
防
災
組

織
の
「
第
一
元
組
町
内
会
自
主
防
災
会
」、「
第

二
八
幡
自
主
防
災
組
織
」、
消
防
団
、
役
場
職

員
ら
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
陸
上
競
技
場
の

観
客
席
を
堤
防
に
見
立
て
、
作
成
し
た
土
の
う

を
協
力
し
て
運
び
積
み
上
げ
て
い
ま
し
た
。

【土のう積み訓練】地元住民らと協力して土のうを積み上げる

洪
水
や
土
砂
災
害
に
備
え
る

○
訓
練
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

8
時
45
分

　【
大
雨
洪
水
警
報
発
表
】

8
時
50
分

　
役
場
に
災
害
対
策
訓
練
本
部
設
置

9
時
00
分

　【
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表
】

9
時
05
分

　【
松
波
地
区
に
避
難
指
示
発
令
】

9
時
10
分

　

内
浦
総
合
支
所
に
て
避
難
所
開
設
訓
練

　

内
浦
総
合
運
動
公
園
に
て
排
水
訓
練
、

　

土
の
う
積
み
訓
練

問能登町防災士会事務局（総務課危機管理室内）☎ 62-8533

能 防登 町 士災 会
「命を守る」

災害に強いまちを目指そう！

　いつどこで起こるのか誰にも予測できない災害。災害が発生した
時、多くの人はパニックに陥ってしまいます。そんな時、その場に
いると安心なのが、防災や減災に関する知識や技能を持ち、リーダー
シップをとることができる人。リーダーを起点に素早い対応ができ
れば、被害の拡大を最小限に抑えることができます。
　防災士の資格を取得して、あなたも防災や減災活動のリーダーと
して活動してみませんか。
　町防災士会では、「自助」及び「共助」の原則のもと、会員のネッ
トワークを構築し、防災士としての活動と技術のスキル向上を支援
することを目的として活動しています。資格を取得したら、ぜひ能
登町防災士会に登録して（登録費 1,000 円）、私たちとともに活動し
ましょう。

あなたも防災士になりませんか？あなたも防災士になりませんか？

能登町防災士会は、地域を守る防災士育成事業を応援しています。

問総務課危機管理室☎ 62-8533

日 本 防 災 士 会 イ メ ー ジ
キャラクター『防サイ君』

　

【排水訓練】駐車場から中継を挟み九里川尻川までホースを延長
簡易テントを組み立てる防災士
ら（左）と設置されたテントを
見学する親子連れ（右）▼
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11
月
は

　
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

（
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
）

　
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン  

（
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
月
間
）
で
す

昨年の様子昨年の様子

●

☎☎ 11
イチハヤクイチハヤク

8 98 9

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
「
児
童
虐
待
防
止
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
1
人
で
も
多

く
の
方
々
に
「
児
童
虐
待
防
止
」
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
１
人

ひ
と
り
に
何
が
出
来
る
の
か
を
呼
び
か
け
て
い
く
活
動
が
「
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。

児童虐待とは

身体的虐待

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さ
ぶる、やけどを負わせる、溺れさせる　など

性的虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、
ポルノグラフィの被写体にする　など

ネグレクト

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置する、重い病気
になっても病院に連れて行かない　など

心理的虐待

言葉による脅し、無視、きょうだい間での
差別的扱い、子どもの目の前で家族に対し
て暴力をふるう（DV）　など

虐待を受けていると思われる子どもを見つけたときや、子育てに悩んだときは
お電話ください。

②児童相談所全国共通ダイヤル

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
性
暴
力
は
、
犯
罪

に
も
な
り
う
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
こ
れ
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、「
暴
力
を
許
さ
な
い
」
と
い
う
意
識

を
社
会
全
体
で
育
む
た
め
に
実
施
し
て
い
く
活
動
が
「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。

町中央図書館前、柳田教養文化館、松波図書館にて、みなさんにメッセー
ジカードをご記入いただくコーナーを設置しています。お立ち寄りの
際は、お気軽にご記入ください。

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　夫・パートナーからの暴力やストーカ ーなどの事案は、 依
然として数多く発生しています。これらの女性をめぐる様々な
人権問題の解決を図るため、相談実施時間を延長します。
　金沢法務局職員および人権擁護委員が秘密厳守、無料で受付
けます。お気軽にご相談ください。
期間　11 月 12 日㊎～ 18 日㊍　　
時間　平日　8:30 ～ 19:00、土日　10:00 ～ 17:00
電話番号　0570-070-810
※平日は金沢地方法務局、土日は名古屋法務局につながります。

①健康福祉課児童福祉係☎ 62-8513
　　（平日 8:30 ～ 17:15）　　
　役場日直・宿直☎ 62-1000
　　（平日 17:15 ～ 8:30 ／土日祝）

ふるさと納税制度とは？

　生まれ育ったふるさとや、ご自分が応援したいと
思う自治体へ直接寄附ができる制度です。寄附金の
うち 2,000 円を超える金額について、所得税の還付、
住民税の控除が受けられます。また、寄附者ご自身
で寄附金の使い道を指定でき、地域の名産品などの
返礼品をいただくこともできます。

　令和元年度中に全国の寄附者様から能登町にいただ
いた寄附金は、8,157 件 198,477,000 円となりました。
　寄附金は、ふるさと振興基金として運用した後、令
和２年度の下記事業に有効活用しました。

松
食
い
虫
対
策
防
除

事業の種類（寄附金の使い道） 事　業　名

地場産業の育成事業
創業・継承支援／
いか釣り漁業経営資金緊急対策・大和堆漁場保全
対策・漁船特殊保険加入支援

移住・定住促進対策事業 定住促進（定住促進助成金、雇用促進助成金）

子育て・社会福祉活動事業 配食サービス／母子保健推進

教育水準の向上事業 小・中学校教育振興（学習支援ソフトの更新）

防災・防犯対策事業 防犯灯省エネルギー対策補助／防災備蓄品

環境保全対策事業 松くい虫対策防除

その他町長が必要と認める事業 すこやか赤ちゃんお祝い金／能登自動車学校支援

〇町外の方にぜひご紹介ください！

　能登町へふるさと納税いただくと、町外在住の人には返礼品を
お贈りします（町内在住者には返礼品はお贈りできません）。
　「能登町が好き！」「能登町を応援したい！」という町外のお知
り合いに、ふるさと納税申し込みサイトをご紹介ください。

ふるさと納税申込サイト
「ふるさとチョイス」能登町ページ

https://www.furusato-tax.jp/city/product/17463

問ふるさと振興課
　　☎ 62-8526

ふるさと能登町応援寄附ふるさと能登町応援寄附
　　　　（ふるさと納税）（ふるさと納税）

◇返礼品取扱い事業者　募集中
　ふるさと能登町応援寄附による能登町への寄附促進と地場産業の振興を図ること
を目的に、ふるさと納税をした方へ返礼品として贈呈する商品やサービスを取扱う
事業者を募集しています。

町への応援ありがとうございます

令和2年度活用推進事業

能
登
自
動
車
学
校

事業者の要件　①～③全てに該当している者

①町内で生産、製造、加工等が行われている商品

を取扱っており、寄附者に発送できる者。

②町内に本社（本店）、支社（支店）、事業所又は

工場がある法人・団体又は個人事業者であること。

③町税の滞納がないこと。

返礼品の要件　①または②に該当していること

①町内で生産、製造、加工等が行われている商品

であること。

②町内で提供されるサービスであること。

主な業務　
①パソコンなどを使い、ふるさと納税申込サイト

に返礼品を登録する。

②寄附者の申し込みに応じて返礼品を発送する。

③返礼品代金を町へ請求する。なお、送料は町が

負担します。

応募方法
町ホームページから「返礼品取扱い事業者申込書」

をダウンロードし、必要事項を記入の上、関係書

類を添え、ふるさと振興課へご提出ください。

随時
募集中



0607_NOTO＋2021.11

の雇用の確保のため、
2 つの助成金制度があります

Ｕ・Ｉターン者Ｕ・Ｉターン者
新規学卒者新規学卒者

　
対
象

　

本
町
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
・
団
体

が
、
本
町
内
で
新
規
学
卒
者
ま
た
は
U
タ

ー
ン
者
・
I
タ
ー
ン
者
（
本
町
に
住
民
登

録
前
後
１
年
以
内
の
雇
用
）
を
正
規
雇
用

し
、
そ
れ
に
あ
た
る
雇
用
期
間
が
6
か
月

を
超
え
て
引
き
続
き
雇
用
し
て
い
る
企

業
・
団
体
。

※
次
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

・
農
業
協
同
組
合
法
、
水
産
業
協
同
組
合

法
及
び
森
林
組
合
法
に
よ
る
事
業
を
行
う

場
合

・
病
院
、
診
療
所
、
金
融
機
関

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

　

申
請
期
間
・
交
付
期
間

　

採
用
後
7
か
月
目
か
ら
6
か
月
間

　
（
申
請
期
間
は
、
採
用
後
1
年
以
内
）

　

助
成
金
額

　

1
人
に
つ
き
月
額
基
本
給
の
3
分
の
1

以
内
（
限
度
額
5
万
円
／
月
）

※
令
和
3
年
4
月
に
新
規
で
採
用
し
て
い

る
場
合
は
今
年
度
中
に
申
請
く
だ
さ
い
。

定
住
促
進
助
成
金

個
人
へ

　
対
象

①
本
町
も
し
く
は
通
勤
圏
内
に
事
業
所
を

有
す
る
企
業
・
団
体
に
新
た
に
就
業
し
、

就
業
期
間
が
１
年
を
超
え
て
引
き
続
き
就

業
し
て
い
る
者

②
雇
用
保
険
の
適
用
を
受
け
、
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
者

③
U
・
I
タ
ー
ン
者
は
、
本
町
に
住
民
登

録
前
後
１
年
以
内
に
就
業
し
て
い
る
こ
と

※
次
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

・ 

同
一
企
業
内
で
の
転
勤
に
よ
り
住
民
登

録
を
す
る
場
合

・ 

国
家
公
務
員
法
ま
た
は
地
方
公
務
員
法

の
適
用
を
受
け
る
場
合
（
会
計
年
度
任
用

職
員
を
除
く
）

・ 

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

・ 

能
登
町
新
人
・
再
就
職
介
護
従
事
者
就

業
支
援
給
付
金
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合

　
申
請
期
間

　

初
年
度
の
申
請
は
、
就
業
ま
た
は
住
民

登
録
し
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
起

算
し
て
1
年
を
経
過
し
た
後
、
90
日
以
内

　
助
成
金
額

　

10
万
円
。
1
人
1
回
ま
で

　
（
申
請
年
度
5
万
円
、
翌
年
度
5
万
円
）

【支給金額】
　月額 2 万円  × 高校 3 年間

【募集人員】
　おおむね 5 人※選考委員会にて選考を行います

【応募資格】
　令和 4 年 3 月に能登町立中学校を卒業見込みで、
同年 4 月に県立能登高等学校に進学予定の者
※応募は申請書により、保護者が行います

【提出書類】
■申請者用意分
　①給付型奨学金申請書（様式第 1 号）
　②給付型奨学金エントリーシート

【提出先】
　〒 927-0492　能登町字宇出津ト字 50 番地 1
　　能登町ふるさと振興課地域戦略推進室
　　能登高校を応援する会担当　宛

【結果通知】
　令和 4 年 2 月 10 日頃

【その他】
○給付を受ける生徒の名前は公表しません。
○退学や転校による資格の喪失に伴う奨学金の返
　還規定はありません。
○成績不良の場合、受給資格の喪失があります。
※詳しくはお問い合わせいただくか、町ホーム　
　ページをご覧ください。

町の将来を担う志ある学生を応援します！

令和 3 年度能登高校を応援する会　給付型奨学金

問ふるさと振興課地域戦略推進室☎ 62-8527

　能登高校を応援する会では、能登町立中学校を卒業し、能登高校に進学する者で成績優秀者について
奨学金を給付しています。

新
た
な
活
動
交
流
拠
点
・
相
談
窓
口

　

こ
れ
ま
で
役
場
ふ
る
さ
と
振
興

課
内
に
あ
っ
た
能
登
町
定
住
促
進

協
議
会
の
相
談
窓
口
を
こ
の
拠
点

に
移
転
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し

ま
す
。

　

移
住
に
伴
う
住
ま
い
や
仕
事
探

し
な
ど
の
相
談
や
、
移
住
後
の
定

住
に
向
け
た
お
悩
み
な
ど
の
ご
相

談
は
、「
ノ
ト  

ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
」

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

移
住
者
を
含
む
、起
業
や
創
業
・

継
業
・
事
業
承
継
に
関
す
る
相
談

も
興
能
信
用
金
庫
や
町
商
工
会
と

連
携
し
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
外
の
大
学
生
や

中
高
生
向
け
に
、W
i-Fi

環
境
を

整
え
、
自
習
な
ど
に
活
用
で
き

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
、
関
係

人
口
交
流
・
構
築
に
活
用
で
き

る
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
も
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

この名称は、拠点が位置する宇出津が古くから
交流や交易で栄えてきた港町であり、人×人、
能登×人などが交わり、新たに生み出される場
所になるよう願いを込めて決められました。

◎
申
請
方
法

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
交
付
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ふ
る
さ
と
振
興
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

問
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
２
６

雇
用
促
進
助
成
金

企
業
・

団
体
へ

活動交流拠点
NOTO CROSS PORT

（ノト クロスポート）
〒927-0433　
能登町字宇出津タ字 75 番地３
☎0768-62-0260
営業日
平日 10 時～16 時

（来年度以降、順次拡大予定）

移
住
定
住
の
相
談
窓
口
が

移
住
定
住
の
相
談
窓
口
が

「
ノ
ト

「
ノ
ト    

ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
」

ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
」

に
移
転
し
ま
す

に
移
転
し
ま
す    

　

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
の
「
わ
が
ま
ち
基
金
」

を
活
用
し
た
活
動
交
流
拠
点
「
ノ
ト  

ク
ロ
ス
ポ

ー
ト
」
が
完
成
し
、
10
月
26
日
、
大
安
の
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
拠
点
で
は
、
能
登
町
定
住
促
進
協
議
会
が

実
施
主
体
と
な
り
興
能
信
用
金
庫
・
能
登
町
・
能

登
町
商
工
会
が
連
携
し
て
、
町
が
直
面
し
て
い
る

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
た

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
構
築
し
、
町
の
強
み
・
特
性

を
活
か
し
た
地
域
外
か
ら
の
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く

り
、
関
係
人
口
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
ノ
ト  

ク
ロ
ス
ポ
ー
ト
」

10
月
26
日
　
オ
ー
プ
ン
！
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お
知
ら
せ

第
4
次
能
登
町
行
政
改
革
大
綱

　
　
　
　

初
年
度
実
績
を
確
認

お
知
ら
せ

認
知
症
講
話
・
専
門
相
談

　

精
神
科
医
師
が
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の

普
及
を
目
的
に
講
話
を
行
い
ま
す
。

　

講
話
後
、
ご
希
望
に
応
じ
て
、
精
神
科
医

師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
申
込

み
不
要
・
参
加
費
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

第
3
回「
婚
活
相
談
会
」開
催

　

秘
密
厳
守
・
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
お
見
合
い
相
手
の
紹
介
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

日
時　

12
月
2
日
㊍　

10
時
半
～
15
時
半

　

※
相
談
時
間
は
1
回
約
30
分

場
所　

役
場
1
階　

対
象　

独
身
者
本
人
、
能
登
町
在
住
の
親
御

　

さ
ん
・
親
子
で
も
Ｏ
Ｋ

相
談
員　

県
の
縁
結
び
ｉ
ｓ
ｔ
の
方
が
出
張

　

し
て
対
応
し
ま
す

申
込
締
切　

11
月
22
日
㊊　

　

※
完
全
予
約
制　

定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

　
　
　
　
　
　

住
民
課
☎
（
62
）
８
５
１
０

　

町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
「
さ
い
わ
の
里

ウ
オ
ー
ク
」
が
9
月
25
日
に
行
わ
れ
、
参
加

者
74
人
が
神
和
住
と
中
斉
の
寺
社
や
旧
小
学

校
跡
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　

合
同
ウ
オ
ー
ク
は
2
年
ぶ
り
の
開
催
で
、

町
教
育
委
員
会
事
務
局
の
学
芸
員
が
案
内
役

を
務
め
ま
し
た
。
参
加
者
は
江
戸
時
代
に
能

登
で
観
測
さ
れ
た
オ
ー
ロ
ラ
に
関
す
る
古
文

書
が
残
さ
れ
る
神
和
住
の
真
宗
大
谷
派
真
念

寺
を
出
発
し
、
中
斉
の
町
天
然
記
念
物
「
芦

田
家
の
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」、
龍
伝
説

が
残
る
八
幡
神
社
、
斉
和
の
自
然
体
験
施

設
「
ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
」
を
訪
れ
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
肌
で
感
じ
て

い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

神
和
住
・
中
斉
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ

「
さ
い
わ
の
里
ウ
オ
ー
ク 

」開
催

　

9
月
11
日
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア

ル
プ
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ム
サ
シ
能
登
店
の

ご
協
力
を
得
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

健
康
づ
く
り
推
進
員
6
人
が
、
が
ん
検
診
の

受
診
勧
奨
や
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
来
店
し
て
い
た
町
民
ら

は
検
診
に
関
す
る
質
問
を
し
た
り
、
推
進
員

の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

「
子
ど
も
た
ち
の
目
の
健
康
」

　
　

県
女
性
県
政
会
議
で
発
表

お
知
ら
せ

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

石
川
県
、
金
沢
弁
護
士
会
、
石
川
県
司
法

書
士
会
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
石
川
地

方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
石
川
）
は
、
奥
能
登

広
域
圏
事
務
組
合
と
協
力
し
、
借
金
で
お
悩

み
の
方
を
対
象
に
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
等

に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

中
小
事
業
者
・
個
人
事
業
者
の
方
か
ら
の

ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
11
月
16
日
㊋　

　

9
時
半
～
12
時
半　

13
時
半
～
16
時
半　

場
所
　
奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー
（
能
登
空
港

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）
4
階　

43
会
議
室

申
込
締
切　

11
月
12
日
㊎
ま
で

　
（
事
業
者
相
談
は
11
月
10
日
㊌
ま
で
）　

申
込
・
問
合
せ
先

　

奥
能
登
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６
８
（
26
）
２
３
０
７

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
よ
り
、
急
き
ょ
実
施
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
24
日
㊌　

14
時
半
～
16
時

場
所　

白
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

講
師　

平
松 

茂 

医
師
（
公
立
能
登
総
合
病

　
　
　

院
精
神
セ
ン
タ
ー
長
）

※
個
別
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
17
日
㊌
ま
で
に

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
（
62
）
８
５
１
６

　

9
月
29
日
、
詐
欺
の
被
害
を
未
然
に
防
い

だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
能
登
柳
田
店
と
同
店

従
業
員
の
森
有
紀
子
さ
ん
ら
に
干
場
珠
洲
警

察
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
、
8
月
、
高
齢
男
性
が
電
子
マ

ネ
ー
カ
ー
ド
を
探
し
て
い
た
の
を
不
審
に
思

い
、
詐
欺
を
疑
っ
て
通
報
す
る
よ
う
促
し
た

こ
と
で
被
害
防
止
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
2
回
目
の
詐
欺
防
止
と
な
る

同
店
に
は
「
被
害
防
止
優
良
店
」
の
プ
レ
ー

ト
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

特
殊
詐
欺
を
未
然
防
止

　
　
　
　

警
察
署
長
感
謝
状
贈
呈

ニ
ュ
ー
ス

能
登
町
社
会
福
祉
大
会

　
　

福
祉
発
展
の
貢
献
者
を
表
彰

　

10
月
8
日
、
内
浦
総
合
支
所
で
第
13
回
能

登
町
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
務
め
る
大
森

町
長
が
式
辞
を
述
べ
、
永
年
の
活
動
に
よ
り

社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
、
社
会
福

祉
事
業
従
事
者
37
人
、
社
会
福
祉
事
業
関
係

団
体
役
職
員
10
人
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
る
3
団
体
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
能
登
町
赤

十
字
奉
仕
団
の
的
場
清
一
さ
ん
が
、「
こ
れ

か
ら
も
誠
心
誠
意
努
め
て
い
き
た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

道
路
功
労
者
表
彰
受
賞

　

道
路
功
労
者
表
彰
は
、
道
路
整
備
事
業
の

推
進
や
道
路
愛
護
・
美
化
保
全
等
に
尽
力
さ

れ
た
団
体
・
個
人
に
対
し
、
公
益
社
団
法
人

日
本
道
路
協
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
、
町
か
ら
次
の
団
体
・
個
人
が
、

長
年
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
石
井
区

昭
和
63
年
か
ら
現
在
ま
で
、
流
雪
溝
の
維
持

管
理
お
よ
び
道
路
除
雪
に
積
極
的
に
協
力

し
、
冬
期
間
の
道
路
交
通
の
確
保
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

●
上
田
二
三
夫
氏
　
＝
宇
出
津
山
分
＝

平
成
5
年
か
ら
現
在
ま
で
28
年
に
わ
た
り
、

能
登
町
役
場
の
技
能
職
員
と
し
て
道
路
補
修

作
業
、
建
設
機
械
の
運
転
等
に
従
事
し
、
道

路
維
持
管
理
の
充
実
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
11
日
、
珠
洲
市
の
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
で

県
女
性
県
政
会
議
能
登
地
区
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
知
事
を
囲
み
、
地
域
の
課
題
を
女
性

な
ら
で
は
の
視
点
で
発
表
し
、
要
望
・
提
言

す
る
会
議
で
、
奥
能
登
2
市
2
町
か
ら
約
2

０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

が
ん
検
診
受
診
Ｐ
Ｒ
・

自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

　

町
婦
人
団
体
協
議
会
か
ら
は
小
間
生
婦
人

会
会
長
の
南
和
美
さ
ん
が
「
未
来
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
目
の
健
康
」
に
つ
い
て
発
表

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
の
目
に
異
変
が
起
き
て
お
り
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
目
に
負
担
を
か
け
な
い
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

近
視
へ
の
理
解
を
深
め
た
谷
本
知
事
は
、

「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
予
防
や
啓
発
を
行

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

推進員の話に足を止める来店者

　

町
で
は
、
第
4
次
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、「
町
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
と
持
続
可
能
な
行
政
運
営

の
推
進
」
を
基
本
目
標
と
し
、『
①
持
続
可

能
性
を
確
保
し
た
財
政
運
営
』『
②
事
務
事

業
の
見
直
し
』『
③
公
共
施
設
の
総
合
管
理
』

『
④
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
向
上
』
の
4
つ
の

基
本
方
針
に
則
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

10
月
8
日
、
能
登
町
行
政
改
革
推
進
委
員

会
が
開
か
れ
、
第
4
次
の
初
年
度
と
な
る
令

和
2
年
度
の
実
績
報
告
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。
会
議
で
は
、
能
登
町
公
共
施
設
個
別

施
設
計
画
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

新
任
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
辞
令
交
付

　

10
月
11
日
、能
登
町
の
新
た
な
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
着
任
し
た
、
ア
メ

リ
カ
・
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
出
身
の
マ
ロ

イ
・
イ
ア
ン
・
マ
ク
グ
ラ
シ
ャ
ン
さ
ん
に
対

す
る
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
眞
智
教
育
長

か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
4
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

宇
出
津
・
松
波
・
小
木
小
、
松
波
・
小
木
中

を
担
当
し
ま
す
。
マ
ロ
イ
さ
ん
は
、
ゴ
ジ
ラ

な
ど
の
怪
獣
映
画
が
好
き
で
日
本
に
興
味
を

持
ち
、
大
学
で
は
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の

歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
辞
令
交
付
の

後
、
大
森
町
長
に
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
「
教
師

と
し
て
は
初
め
て
で
す
が
、
日
本
で
働
く
こ

と
が
楽
し
み
」
と
話
し
ま
し
た
。

感謝状を受け取った森有紀子さんと
プレートを掲げる干場署長

眞智教育長から辞令を受け取るマロイ・
イアン・マクグラシャンさん
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利用方法

　町では、「国勢調査」をはじめとする各種統計調査において、統計調査員として活動していただける方を
随時募集しています。

問企画財政課☎62-8535

募集しています！募集しています！　統計調査の登録調査員

仕事の内容
・調査員事務打ち合わせ会への出席
・調査の準備（調査地域の確認・調査票配布のため    
　の書類準備等）
・調査票の配布・回収・点検・提出
・調査員としての従事期間は 2 か月程度
条件
20 歳以上で、次の３つを満たす人
①秘密の保持に信頼がおけるなど、統計調査員として
　ふさわしい人
②調査期間中、調査活動に専念でき、調査に熱意のあ
　る人
③選挙関係者及び税務・警察に直接関係のない人

興味のある方は、お問合わ

せください。

詳しい内容は、町ホームペー

ジにも掲載しています。　

　　

身分
　調査の都度任命される非常勤の公務員
報酬
　調査の種類や受け持ちの件数により、
１調査あたり 3 ～ 5 万円程度

　

県
立
能
登
高
校
で
は
、
ス
イ
ス
か
ら
１
か

月
の
短
期
語
学
留
学
生
を
受
入
れ
ま
し
た
。

　

10
月
4
日
、
留
学
生
の
サ
ト
・
ラ
ン
グ
マ

イ
ヤ
ー
さ
ん
の
歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
ト
さ
ん
は
母
親
の
母
国
で
あ
る
日
本
へ
の

留
学
を
希
望
し
、
海
の
近
く
に
あ
り
、
農
業

の
体
験
が
で
き
る
能
登
高
校
を
選
び
ま
し

た
。
29
日
ま
で
2
年
の
地
域
産
業
科
で
授
業

を
受
け
、
寮
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　

サ
ト
さ
ん
は
、
テ
ス
ト
期
間
を
利
用
し
、

実
習
船
「
お
お
と
り
丸
」
へ
の
乗
船
や
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
に
挑
戦
し
た
ほ
か
、茶
道
や
華
道
、

書
道
な
ど
の
日
本
文
化
も
体
験
し
ま
し
た
。

茶
道
体
験
で
は
、
慣
れ
な
い
正
座
に
苦
戦
す

る
も
の
の
、「
お
い
し
い
」
と
笑
顔
も
見
せ

て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

能
登
高
で
語
学
留
学
生
受
入
れ

　
　

能
登
や
日
本
文
化
を
体
験真剣な表情で花を生けるサトさん

　「北國あすなろ賞」を受賞した、小木小学校里海科学習グルー
プが、10 月 18 日、役場を訪れ、受賞報告を行いました。
　小木小学校では、1 年生から海の生き物を観察するなど、海
に親しみ、5・6 年時には、学校独自の教科として海洋教育「里
海科」を設け学習しています。
　児童らは海洋教育の充実を図るため、里海科や総合的な学習
の時間を用いて、海洋ごみの調査やごみ減量化の啓発に取組み、
地元の海を守る活動に励んできました。
　令和 2 年度には、地域の環境問題や海洋ごみについて学習し

た 5 年生が、町内のごみ調査を行い、海洋ごみ削減動画を作成しました。6 年生では、これまでの
海洋ごみ問題の学習を基に、ごみの減量化に向けたアイデアを具体的な提言としてまとめ、「みんな
に聞いてほしいこと」として、町長と教育長に発表しています。
　六田校長とともに報告に訪れた 6 年生の豊田蒼

あ お し

士君は「自分たちが取り組んできたことが表彰さ
れてうれしい。ごみは無くならないので、これからも活動を続けていきたい」と力強く話しました。

小木小学校「北國あすなろ賞」受賞「北國あすなろ賞」受賞　　ー郷土の海を守る活動に励む

受賞を報告した小木小 6 年生豊田君（左から
2 人目）と六田校長（同 3 人目）

募集種目　陸上自衛隊　高等工科学校生徒
募集人員　推薦…約 90 名、一般…約 260 名
応募資格　15 歳以上 17 歳未満の男子（令和 4 年 4 月 1 日現在）

受付期間
　推薦…11 月 1 日㊊～ 12 月 3 日㊎
　一般…11 月 1 日㊊～令和 4 年 1 月 14 日㊎
試験期日
　推薦…令和 4 年 1 月 8 日㊏
　一般…1 次・令和 4 年 1 月 22 日㊏
　　　　2 次・令和 4 年 2 月 3 日㊍～ 6 日㊐までの指定
　　　　　　　するいずれか 1 日
入　　校　令和 4 年 4 月上旬
試験科目　国語、社会、数学、理科、英語（以上、中学校
　　　　　卒業程度）、作文
問自衛隊石川地方協力本部能登地域事務所☎ 0768-52-4175

　起業・創業したい方、悩んでいる方、迷
っている方、ぜひ受講してみませんか。PC
によるオンラインでの受講も可能です。

申込み・問合せ先
　金沢大学能登学舎
　Tel 88-2568　Fax 88-2899　
　mail meister@zdm.kanazawa-u.ac.jp 
「能登里山里海　創業塾」とは
　マイスタープログラムと興能信用金庫が開講
する創業者支援プログラムです。能登での創業
に必要な知識をシリーズの講義で学びます。

第4回「販路開拓」
　日時　11月13日㊏  16:45～18:15
　会場　金沢大学能登学舎
　　　　　珠洲市三崎町小泊33-7

陸上自衛隊高等工科学校生徒

　地域資源等を活用した特産品の販路開拓や販売促進を行う個人、団体および中小企業に対し支援を
行う制度の審査会が 9 月 21 日に行われました。
　当日は、申請した団体が、審査委員に対して、プレゼンテーションを行い事業の内容を説明しまし
た。審査の結果、次の 5 団体に対し支援することが決定しました。

5 団体の地域資源活用ビジネス支援事業に 150万円の助成額が決定

団体名 事業名 支援決定額 
（交付決定額）

ふくべ鍛治 インフルエンサーマーケティング活用したポチスパ販路
開拓事業 30 万円

農事組合法人　のとっこ おかずしいたけのパッケージ改良と味の改良事業 30 万円

汝惚里ダイニング 「おうちダイナー」シリーズ
【能登豚チャーシュー】 30 万円

合 同 会 社　 能 登 み ら い 創 造
ネットワーク

植物公園オリジナルブランド【HOSHI HANA SELECT】
における総合ブランディング事業 30 万円

ひらみゆき農園 大粒プレミアムブルーベリーの商品化事業 30 万円

　　　計　5 団体　 150 万円

　厚生労働省では、「国民お一人お一人、「ねんきんネット」等を活用しながら、高齢期の生活設計に思いを
巡らしていただく日」として、11 月 30 日（いいみらい）を「年金の日」としています。この機会に、ご
自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」を利用いただくと、パソコンやスマートフォンからいつでもご自身の年金記録を確認
できるほか、次のようなさまざまな機能がご利用いただけます。
○将来の年金見込額の試算　○電子版「ねんきん定期便」の閲覧　○受給に関する各種通知書の確認　など

○マイナポータルからログイン
○日本年金機構のホームページからログイン
詳しくは、ねんきんネット（日本年金機構ホームページ）
をご覧ください。 問七尾年金事務所☎0767-53-6511

11 月 30 日は、年金の日 です

い  い みらい



バイカー誘客に活用 ドラゴンルート推進協

　北陸と東海を結ぶ観光ルートでの誘客促進に取り組
む昇

しょうりゅうどう

龍道ドラゴンルート推進協議会のメンバーら 15
人は 9 月 25 日、当目で棚田米の稲刈りに汗を流しま
した。「昇龍道米

まい

」としてパッケージし、バイカー誘
客のためのプレゼントとして活用します。
　協議会の多田空

く に ひ こ

仁彦理事長と親交のある女優の若村
麻由美さんも参加。「子どもの頃の山村体験以来で懐
かしく思いながら作業ができた」と話しました。

御霊に追悼の辞をささげる𠮷田会長

能登町戦没者追悼式

糸かけアート展２０２１ のこぎりを使い玉切りをする生徒ら

能登高校　ケロンの村で森林再生事業

　10 月 18 日、能登高校地域産業科 1 年・生物資源コー
スの生徒ら 20 人が、「ケロンの村」でシイタケの原木
作りを行いました。
　生徒らは、原木にするコナラを伐採しました。ナタ
で小枝を落とし、ノコギリで玉切り（約 90㎝の長さに
切る）し搬出します。乾燥させほだ木にした後、来年
3 月に植菌し、11 月頃に初めて収穫します。また、切
り落とした小枝や端材は薪として有効活用されます。

　柳田在住の糸かけデザイン研究所所属講師・水上
舟
しゅうせい

靖さんの作品展「糸かけアート展２０２１」が 10
月 4 日から 22 日まで、柳田総合支所で開かれました。
　糸かけとは、板に打ち込んだピンに糸を掛けて幾何
学模様を作っていくアート。使う糸や素材、ピンの打
ち方や糸の渡し方により様々な表現が可能です。
　赤い月や蓮、歯車をイメージした作品が並び、来所
者は糸の織りなす世界に引き込まれていました。

　町戦没者追悼式が 10 月 1 日、役場里山ホールで開
かれました。町遺族連合会の役員と町職員ら約 50 人
が参列し、1455 柱の御

み た ま

霊に祈りをささげました。
　式辞では大森町長が「尊い犠牲の上に築かれた繁栄
を継承し、命と平和の尊さを語り継いでいく」と誓い
の言葉を述べ、𠮷田源兵衛会長が追悼の辞を述べまし
た。昨年はコロナ禍により中止された慰霊法要も執り
行われました。

目で「昇龍道米」を稲刈り

久平和への祈りを込めて

イタケの原木作りに挑戦シ

の織りなす世界に魅了

 　10 月 3 日、鵜川小学校ＰＴＡによる「防災スタン
プラリー」が行われました。能登消防署や地区の消防
団、防災士会が協力し、親子ら約 80 人が参加しました。
　体育館や校庭には、防災に関するクイズや新聞紙を
使ったスリッパ作り、消火器の使い方など、7 つのブー
スが設けられました。参加者らは、スタンプラリー形
式で順に回り、楽しみながら防災に関する知識を深め
ていました。

鵜川小ＰＴＡ「防災スタンプラリー」

しく学びながら考えよう楽

布担架の作り方や運び方を学ぶ参加者ら

　9 月 26 日、松波神社で、能登杜氏組合能登町支部の
例大祭が行われました。
　日本酒の本格的な仕込みシーズンを前に、杜氏や町
内の酒蔵の代表者ら約 20 人が酒造りの成功と作業中の
安全を祈願しました。中鎮夫支部長は、「お酒の需要は
減っているが、気持ちを新たにおいしい酒を造りたい」
と意気込みを語りました。杜氏らは、県内や滋賀、兵
庫県などの酒蔵で、来年 3 月頃まで酒造りに励みます。

ロナ禍に負けず酒造りに励む
能登杜氏組合能登町支部例大祭

コ

丁寧にモミジの木を植える団員ら

1213_NOTO＋2021.11

今季の酒造りの成功を祈願する杜氏ら糸かけアートの鮮やかな世界に見入る来所者

ータムキャンプで秋の1日を満喫
不動寺みどりの少年団

恒

手作業で米を収穫する協議会メンバー

糸

当

い た り、 え
さやりや搾
乳を体験し
ました。
　公民館へ帰り、カレーの夕食を終えた団員らは、天体観
測やスウェーデントーチを用いたキャンプファイアを行
い、秋の 1 日を存分に楽しみました。

　9 月 25 日、不動寺みどりの少年団オータムキャ
ンプが行われ、団員や保護者ら約 50 人参加しま
した。例年、夏に行っているキャンプが中止とな
り、代替え行事として、団員らが中心となり企画
しました。
　はじめに向かったのは、中斉にある「ケロンの
小さな村」です。村長の上乘さんから説明を受け
た団員らは、山頂へ上り、斜面にモミジの植樹を
行った後、遊具や川、山遊びを楽しみました。
　次に向かったのは、瑞穂の寺西牧場です。ここ
では、飼育されているジャージー牛と牧草地を歩

寺西牧場では直接、牛に触れ合うことができる

オ
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続続☆☆星星ののささやきささやき
「部分月食」「部分月食」

問星の観察館「満天星」問星の観察館「満天星」
☎ 76-0101☎ 76-0101
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■ 

木
造
聖
徳
太
子
立
像

問教育委員会事務局
☎ 62-8537

　　　　木造聖徳太子立像

　像高 152.8㎝、寄木造で玉眼がはめ込まれ、盛上げ金泥彩色が施されている。尊顔は張りと気品
に満ちており、写実的な線を強調した袈裟のひだや、優美な彩色は狂いがなく、整っている。製作
は鎌倉時代とされ、明治 13 年（1880 年）の出火時に損傷した右

みぎ

美
み ず ら

豆良・香炉・沓
くつ

は後補であるが、
保存状態は良好である。

　11 月 19 日には日本全国で部分月食が見られます。

能登町では 16:35 の月の出から 19:47 の月食終了ま

での 3 時間ほど、月が欠けていく様子を観察できま

す。月が一番深く欠ける食の最大は 18:03 です。今

回は部分月食ではありますが、月の 98％ほどが欠け

るので、ほぼ皆既月食だと思ってもいいかもしれま

せん。食の最大の頃には 赤
しゃくどう

銅 色の月が見られそうで

す。月食の観察は肉眼で十分楽しめますが、双眼鏡

で見るとより一層おもしろいですよ。

　月食は全国同じ時間で進行します。このことを利

　

松
波
松
岡
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
木
造
聖

徳
太
子
立
像
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■今月の教室

☎ 62-4655

うみとさかなの
科学館　　

カレンダー工作

受付時間　  9:30 ～ 11:00 ／ 13:00 ～ 15:30
費用　　　 無料　　
休館日　　 毎週月曜日

自分だけのオリジナルカレンダーや海藻しおり
を作ってみよう！

海藻しおり工作

用して、昔は時差 ( 経度の差 ) を測るために月食の

観測が行われていました。日本地図の作成に尽力

したことで有名な伊能忠敬も、天文学を学び月食

を観測していたようです。忠敬らが全国各地を測

量して作成した日本地図が完成してから、今年で

200 年をむかえました。昔からたくさんの人がい

ろいろな思いで眺めてきた月食を、皆さんも眺め

てみませんか。

■ヤドカリ学級
　食用海藻をさがそう !

冬は海藻が元気に伸びはじめる
季節。磯に出て食用に利用され
ている海藻をさがします。

開催日　12 月 12 日㊐　
時間　　10:30～12:00
定員　　3 組　
　（家族または 5 人程度のグループ）
場所　のと海洋ふれあいセンター
参加　無料（高校生以上は入館料210円）
※マスク、暖かく動きやすい服装、長靴などの持参・
着用をお願いします。　

☎ 74-1919
FAX74-1920

E-mail：nmci@notomarine.jp

のと海洋ふれあい
センター

☆☆熟睡プラ寝たリウム熟睡プラ寝たリウム
　　  勤労感謝の日にあわせて…今年で 9 回目！勤労感謝の日にあわせて…今年で 9 回目！
　星空の下でぐっすり眠りたい方のためのプ
ラネタリウムです。クッションや毛布などの
持ち込みも OK です。
日　時　11 月 23 日㊋・㊗
　　　　 ① 11:00 ② 13:00 ③ 15:00　 各 回 50 分
定　員　　各回 30 名
参加費　　無料
予　約　お電話でご予約ください☎ 76-0101
　　※ 11 月 3 日㊌・㊗ 9:30 から受付
その他　マスク着用。途中入場はできません。

■のっぴーグラスづくり

　“アマビエのっぴー”
　　 と12種類の絵柄

日時　11月14日㊐
時間　10:00～12:00／13:00～15:00
場所　のと里山空港　4階
　　　　生涯学習センター能登分室
参加　無料  一家族1個程度
　　　（子ども連れの場合は子どもの数分）

※事前予約を受付します。電話で申込みください。

【コロナ対策】会場は、人数制限等を実施します。　
　・参加者は、マスクを各自で着用して参加すること。

のと里山空港 問のと里山空港賑わい創出実行委員会
　☎ 0768-26-2303

限定
50 個

■のと里山空港ロビーコンサート

　｢社会福祉法人つばさの会」による演奏会

日時　11月28日㊐
時間　14:00～
場所　のと里山空港　2階ロビー
出演　社会法人つばさの会（中能登町）

※新型コロナウイルス感染症の状況により、イベン
トが中止となる場合があります。イベントの詳細お
よび開催状況につきましては、ホームページにて最
新の情報をご確認ください。

https://www.noto-airport.jp/info/index

未就学児は保護者が付き添いの上、一緒に 1 つの
工作を作ってください。部門 会　期 会　場 内　容

絵画 11 月 05 日㊎～ 24 日㊌ 町立美術館 能登町絵画展

短歌 11 月 18 日㊍～ 30 日㊋／ 12 月 1 日㊌～ 15 日㊌ コンセールのと／柳田公民館 能登短歌会作品展

写真 11 月 18 日㊍～ 30 日㊋ コンセールのと 能登町写真クラブ写真展

芸術芸術のの秋秋　　作品展作品展へのへのお誘いお誘い 町文化祭は実施しませんが、部門ごとに作品展を開催します。


